
次世代シーケンサーが生物学を変える
《オミックス基盤研究領域》

第 3 章 

　ゲノム科学総合研究センター（GSC）を支えた6本の柱の一つが、ྛ⃻良ӳ
グループである。彼らはヒトゲノム計画に対抗して、そこから読まれた分子であ
るmRNA（cDNA）を研究対象とし、 マウス完全長cDNAの解読という世界的業
績を上げた。それを可能にした 完全長cDNA合成技術、 CAGE法などの独自技術
は、国際的に強い求心力を発揮し、FANTOMという国際組織と国際標準データ
ベースを作ることに成功した。生命にRNAという未解明の新大陸（ RNA新大
陸）が存在することも明らかにしている（第Ⅰ編第2部第4章、第Ⅱ編第4部第
2章）。
　2008（平成20）年、独立行政法人理化学研究所の第2期中期計画において、
GSCの終了・解散を含む大胆な組織改革が実行された。この時、国際フロンティ
アシステムなど複数の場所に分散していた林﨑グループは、オミックス基盤研究
領域（OSC、林﨑領域長）として統合・独立した。オミックスとは、ゲノム、
トランスクリプトーム、プロテオームなどの生体分子全体を網羅的に解析する科
学を指す。OSCは、 転写因子のネットワークを解明する LSAシステムを構築し、
FANTOM4および5を推進した。その結果、例えば、転写因子のネットワークを
細胞に移植することで、iPS細胞を使わずに目的の細胞に転換できるという方法
論を確立した。
　2013年の第3期中期計画において、OSCから、予防医療プログラムとライフ
サイエンス技術基盤研究センター（CLST）の部門である機能性ゲノム解析部門
（Division of Genome Technology：DGT）が設立された。

第1節　ヒトゲノム計画と完全長cDNA

ヒトゲノム計画の完成と理研の完全長cDNA計画
　2001年2月15日、国際ώトゲノム配列決定コンソーシアム（HUGO）による
世界最初の ώトゲノムドラフトシーケンスが発表された。この科学史上の金ࣈౝ
を打ち立てた国際活ಈには、理研GSCからもḆՂ೭をプロジェクトディレクター
とするώトゲノムグループがࢀ加し、ώト染৭体21番を担当した。
　一方、ྛ⃻をプロジェクトディレクターとする理研GSC遺伝子グループは、
国際的な独自性を追求した結果、タンパク質を作ることができ、機能解析にܽか
せない׬全長cDNA（RNA）の解ಡを目指した。この׬全長cDNA（RNA）配
列の解ಡを目指すFANTOM1プロジェクトは、HUGOが目指すώト全ゲノム
シーケンスに対して、遺伝子の同定という意味でิ׬的な役割を果たした。
　実際、׬全長cDNAデータは、ώトゲノム計画の発表と同時に׬成するよう
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進められた。それはNatureࢽの2001年2月8日号に発表され、その1ि間後の2
月15日号でώト全ゲノムドラフトシーケンスが発表されたのである。
　ώト全ゲノムドラフトシーケンスから2年たち、Natureࢽの2003年4月14日
にさらに精度のよいώトゲノム配列（HG11）が発表された。ϫτιϯ-ΫϦο
ΫがDNAの二重らせん構造を発表してから、ちΐうど50年目であった。しかし
FANTOM2はそれより少し早く、Nature2002ࢽ年12月5日号で、マウスのゲ
ノムシーケンスと一ॹに、6ສछ類のマウス׬全長cDNAを記載した論文を発表
した。

アメリカNIH-ENCODE計画
　ώトゲノムの׬成により、研究は新しいフェーズに展開していった。2003年
4月の発表と同時に、アメリカ、National Human Genome Research Institute
（NHGRI）のίϦϯζ（Francis S. Collins）所長はENCODE計画を発表した。
ENCODE計画は、ώトゲノム配列上にある機能エレメントをৄ細に明らかにす
ることを目指したものであった。

第2節　ゲノムネットワークプロジェクト

日本のゲノムネットワークプロジェクトを提案
　1995（平成7）年にアメリカNIHがώト全ゲノムシーケンス計画を発表した
とき、理研は׬全長cDNAプロジェクトを推進することを決めた。しかし、
ENCODE計画が発表された時、日本のゲノム施策は分ذ点にあった。日本のゲ
ノムプロジェクトはどのような方向に進むべきなのか、意見は一கしていなかっ
たのである。ENCODE計画は、ゲノム上のエレメントを໢羅的に解ಡする、つ
まり、ゲノムの配列構造に遺伝子（RNAになる部分）以外の機能஫ऍをつける
という計画であった。これに対して、ྛ⃻は、ゲノム上にエンコードされる転ࣸ
Ҽ子と遺伝子発現を、さまざまなレベルで制ޚしている非タンパクコードRNA
が構成する制ޚネットワークを、解ಡすべきと考えていた。そしてこれを「ゲノ
ムネットワーク」構想として打ち出した。
　この構想は޾いなことに、ඌ਎ऺ࣍޾議Ӄ議員（ݩ科学技術政策担当大ਉ、後
の財務大ਉ）、土԰ఆ೭理研横浜研究所研究推進部長（後の文科ল事務次׭）、ށ
୩一෉文部科学লライフサイエンス課長（現文部科学ল事務次׭）らのバック
アップのもと、総合科学技術会議でS評価を受け、2004年度4月から文部科学ল
ゲノムネットワークプロジェクト（5年計画）としてスタートしたのであった。

生物系プロジェクト史における初の試み
　ゲノムネットワークプロジェクトでは、生物の体を構成するあらゆるछ類の細
胞の表現形質を支配する転ࣸҼ子の分子ネットワークを解析するシステムを確立
する、という目標を立てた。これが分かれば、細胞をѻう全てのライフサイエン
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ス分野にとって重要かつ有用な知識となる。それもあり、このシステムを生命科
学を加速するシステム（LSAɿLife Science Accelerator）と名付けたのである。
　プロジェクトの進め方は、次世代シーケンサーなどの解析システムを開発し、
後述のॎ࣠研究を支援する研究活ಈ（横࣠研究）と、そのシステムを使ってݸ別
の生命現৅を解明する実例を提示する研究活ಈ（ॎ࣠研究）があり、両者のマト
リックスを運営するというやり方を࠾用した。これは、日本の科学政策史、特に
生命科学分野では前例のない試みであった。
　提案者であるྛ⃻グループは、横࣠の研究活ಈを担うことになった。さらに、
日本・世界の中でデータをऩ集、อ存、൦෍する役割を担ってきた国立遺伝学研
究所DNA Data Bank of Japan（DDBJ）のޒᑍງ޹が同じく横࣠活ಈを担って
くれることになった。具体的には生物学各論の実例となるॎ࣠研究活ಈのデータ
を解析し、創出された全データのऩ集、อ存、൦෍を行った。
　さらに、日本国内からެืによって、このシステムの最初の実例としてふさわ
しいॎ࣠研究が19課題ほど集められた。݄࡫健඙をҕ員長とするゲノムネット
ワークҕ員会がট集され、マトリックスシステムを推進運営することになった。
さらに、それまでのFANTOM1と2の活ಈで成熟してきた国際FANTOMコン
ソーシアムのメンバーにも呼びかけ、໿70の国際研究グループがॎ࣠研究とし
てࢀ加し、世界に広がる研究プロジェクトとなった。
　ゲノムネットワークプロジェクトは非常に大きな広がりを見せた。2005年3
月22日、2006年1月26日、2007年2月16日、2008年2月19日、2009年1月16
日と౎合5ճ開かれた文部科学লのެ開シンϙジウムを追ってみると、次世代
シーケンサーが年々ݸ別研究へと応用されていき、まったく次ݩの異なる研究が
展開していったことがわかる。

マウスからヒトへ
　このプロジェクトは、理研ྛ⃻グループの研究活ಈの෯を大きく広げることに
なった。それまでの一࿈の理研プロジェクトは、対৅生物材料をマウスに限定し
ていた。材料をマウスに限ったことは研究対৅が拡ࢄせず、ώトと異なり使用材
料に制限がなく、一つの生物オミックスに特化したため非常にਂみのあるものに
なり、研究の質を上げる効果があった。しかし2002年以降、׬全長cDNAプロ
ジェクトが非タンパクコードRNAの発見につながるところまで到達し、ώトな
どの生物へと拡大するべき時期が来ていた。そのころ、内ֳ府のݕ౼ҕ員会で、
大ੴಓ෉ҕ員長から「ώトをやれ」という方針が出た。これ以降、マウスからώ
トへと解析対৅が展開していった。その後、ྛ⃻グループの活ಈはώトを中心に
進められることになった。
　なお、アメリカのENCODE計画には、日本からはྛ⃻とΧϧχϯν（Piero 
Carninci）のグループがNIHの支援を受けてࢀ画した。並行して、日本では、
ゲノムネットワークプロジェクトが始まった。つまり、ώトゲノム配列と׬全長
cDNA配列が発表された後も、アメリカENCODE計画と日本のゲノムネット
ワークプロジェクトは、並行しながら、ิ׬的なデータを出していったのである。
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1000ドルゲノム計画
　1000ドルゲノムプロジェクトがスタートし、さまざまな異なるݪ理に基づく
次世代シーケンス技術がٸ速に開発された。発表されるたびに、より大きなス
ループットを持つ次世代シーケンサーが登場し、その増加割合は18カ月で集積
率が2ഒになるという半導体業界におけるムーアの法則をはるかにしの͙ものと
なった。シーケンサー1୆の1ճの解析で生産されるシーケンススループットは、
ώト全ゲノムシーケンス（HG11）が発表された2002年と比べると、わずか15

Episode 1000ドル・ゲノムの言い出しっぺ

　ヒトゲノムのドラフトシーケンスが完成した直後の2001年5月、アメリカ・
コールドスプリングハーバー研究所（CSH）で例年どおりゲノム・カンファレ
ンスが開かれた。CSHにはバーがあり、セッションが終わった夜になると、ビー
ルを飲みながら議論する研究者の姿がいつも見られる。この時もグラスを片手に
数人の研究者が時には床に座って話し合っていた。NHGRI所長のコリンズ（現
NIH長官）、ϥϯμʔ（後のオバマ大統領補佐官、ブロード研究所所長）と林﨑
ほか数名だった。
　コリンズが「いくらだったら、自分の全ゲノムシーケンスをやってもらう気に
なるかい？」と聞いた。ランダーは、「1万ドルかな」と答えたが、それでもポ
ケットマネーで支払う額としてはやっぱり高いと感じた林﨑他数名は、「1000
ドル」と答えた。他の研
究者も「100ドルはさす
がに無理だろう。まあ、
1000ドルかな」と話し
ていた。
　それから約2年、2003
年4月26日、ヒトゲノム
プロジェクトの詳細シー
ケンスの完成発表の席で、
コリンズ所長は、次の施
策としてENCODE計画
とともに「1000ドルゲ
ノム計画」を発表した。
最初のヒト全ゲノムシー
ケンスには4000億円
（35億ドル）かかったが、
1000ドルでできるよう
な技術を開発しようとい
うのである。林﨑を唖然
とさせたこの話が、次世
代シーケンス技術の誕生
を加速していった。
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年間で、2000ສഒになった。つまり、現在のシーケンサー1୆は、当時の機ց
の2000ສ୆分に相当する。そして2017年には、わずか700ドルで2日かけてώ
ト全ゲノムがಡみ解ける時代になっている。

第3節　次世代ゲノムセンターとしてのOSC

次世代ゲノムセンターの登場
　次世代シーケンサーは革新的技術であり、たった1୆で、かつてのゲノムセン
ター全体がѻっていた全データを生み出すことができる。この技術がライフサイ
エンスの未知の領域を開拓していくのは確実であったが、ී及の方策としては、
二つの方向性があった。一つは、ݸ別研究に取り組む研究者が1୆ずつ次世代
シーケンサーを持つこと、もう一つは、1カ所にゲノム解析能力、オミックス解
析能力を集めた拠点を作って、その拠点がݸ別研究に取り組む研究者にे分な
サービスを提供することである。どちらの方針をબ୒するか議論が行われた。
　次世代シーケンサー1୆から出てくるデータ量は๲大で、高速コンピュータを
使い、情報ॲ理をしなければならない。さらに、次世代シーケンサーでどのよう
なछ類のデータを出すのかを明確に意識して、実ݧデザインを組まなければなら
ない。つまり、次世代シーケンサーでは、ゲノムDNAのシーケンスだけではな
く、RNAのシーケンスはもとより、ゲノムDNAのメチル化などの修০、DNA
がרき付くコアとなっているώストンのアセチル化、メチル化などの修০、さら
に、DNAが存在する֩内の空間配置情報まで明らかになる。そのための技術を
々の研究者がシステムとして組んでいくのは大変な仕事となる。そこで、後者ݸ
のような拠点を作ろうという考えが主流となっていった。拠点を作れば、数多く
のछ類のゲノム、トランスクリプトームなどを1カ所で解析できるからだ。
　拠点化の考え方をベースに、新しい次世代シーケンサーを導ೖしたセンターが
世界各地に作られた。特に஫目されたのが中国のਂ㡕にある๺京ゲノム研究所
（BGI）で、2010年にイルミナ社の次世代シーケンサーHiSeq2000を128୆もߪ
ೖし、当時、アメリカ国内の機ց全てを合わせたよりも多いシーケンサーをอ有
する機関となった。

OSCの設立とセルイノベーションプログラム
　次世代シーケンスセンターの出現という世界のை流を受けて、2008年より始
まった独立行政法人理化学研究所の第2期中期計画において、次世代シーケンス
システムの拠点化を図ることになった。その目的で、2008年、オミックス基盤
研究領域（Omics Science CenterɿOSC）が設立され、ྛ⃻が領域長に就任し
た。OSCは、ԣࢁໜ೭が統ׅする生命分子システム基盤研究領域（SSBC）とと
もにライフサイエンスの基盤技術を担う組織であるため、૒方がライフサイエン
ス基盤研究クラスターを形成する組織形態となった。
　いくらライフサイエンス、医科学、医ྍに大きなӨڹを与える次世代シーケン
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ス拠点ができたとしても、それが生命現৅にয点を当てたݸ別研究に役立てられ
なければ意味はない。ඌ਎財務大ਉ（前科学技術担当大ਉ）の要੥を受けて、ྛ
⃻は2008年5月、次世代シーケンサーの拠点化の必要性とݸ別研究へのී及に
ついて提案した。この提案は2008年6月ライフサイエンス議員࿈ໍ、科学技術
立国調査会での報ࠂなどを経て、ඛࢁ๛文部科学লライフサイエンス課長が予算
を起案し、2009年度より文部科学ল革新的細胞解析研究プログラム「セルイノ
ベーション」としてঝ認され、5カ年計画で発足した。この計画の中で理研OSC
がシーケンス拠点として、また遺伝研DDBJが情報拠点として、それぞれ位置付
けられた。
　このプロジェクトでは、次世代シーケンサーの支援が国レベルでݸ別化研究課
題になされるため、日本のライフサイエンス基盤をఈ上げする効果はઈ大である。
そのためには、拠点組織はపఈしたサービス精神を発揮する必要がある。2008
年4月10日のOSC領域長就任にあたり、ྛ⃻は「自分たちがプロジェクトを推
進して成果を上げるということが主たる目的であった時代とは異なり、国全体の
ఈ上げを行うことを主؟とする」と述べた。
　2009年、河合७෭プログラムディレクターにより、GeNAS（Genome Net-
work Support Facility）が次世代シーケンサー支援施設として、OSCの中に設
立され、次世代シーケンサーを用いた遺伝子解析サービス提供が、理研内だけで
なく、日本国内、さらに世界に向けて開始された（初代施設長Տ合、第2代施設
長ۙ౻௚ਓ、第3代施設長Ԭ࡚߁司）。ここでは、CAGE法（Cap Analysis of 
Gene Expression）など、理研が独自に開拓した技術をサービスの中֩に置く

ཧԽֶ研究所ϥΠϑαΠΤンεج൫研究ΫϥεターɾΞυόΠβϦーɾΧ΢ンγϧΛ開࠵ʢù÷÷Ā೥ø݄ùý೔ʣ
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ことができた。
　英国サンΨーセンターのϒϥουϦʔ（Allan Bradley）所長が議長を務める
理化学研究所ライフサイエンス基盤研究クラスター・アドバイザリー・カウンシ
ル（CLAC）が、第1ճ（2009年1月26日-27日）、第2ճ（2011年6月28日-�
29日）と開࠵され、高い評価を受けた。

第4節　次世代シーケンサーを社会に知らせる

技術の普及と広報啓蒙活動
　OSCでは、研究者のみならず、一般の人たちに対しても知識のී及に努めた。
テーマは、①ライフサイエンスの基礎知識、②遺伝子解析技術の大変革、③オ
ミックス科学による新しい݈߁医ྍの三つである。
　例えば、われわれの体を構成するখさな細胞の中で、分子がどのようにふる
まっているのか。ゲノムからRNAへの転ࣸ、さらにRNAからタンパク質への຋
༁へと移り変わる分子のಈき（セントラルドグマ）について、3次ݩコンピュー
タグラフィクスのコンテンツを、OSC広報担当の੢川࣮رのグループが੡作した。
これは、ॉ࡚ढ़一主任研究員の努力で東京๺のؙに作られた全ఱपドーム（シン
ラドーム）用のもので、観客があたかも細胞の中にೖったかのような感覚を与え、
খ中学生でも、生体内の分子のಈきをഭ力をもって体感できるようになった。
　ॉ࡚とྛ⃻は、これらのコンテンツとドームを利用して、トークショーなども
開࠵した。さらに、2010年4月より7ճにわたるNHK文化センター講2014、࠲
年4月、2016年4月の和光一般ެ開や、2012年3月、2012年8月に理研横浜サイ
エンスカフェで一般向け講ԋ会を開いた。高ߍ生向けには、࿨ాতҸがސ問を務

ΧϩϦンεΧ研究所ôཧԽֶ研究所ôूࡍࠃதٛߨɹϝンόーʢù÷ø÷೥øø݄ùû೔ʣ
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める横浜サイエンスフロンティア高等学ߍで、2010年8月8日に合同セミナーを
開࠵した。
　研究者ڭ育はٸ務であった。次世代シーケンサーを利用できた研究者がڝ૪に
উつという事態が起こり始めたからである。大学生、大学Ӄ生向けには、横浜ࢢ
立大学の生命௒分子研究科との࿈ܞ大学Ӄ、王立カロリンスカ研究所（スウェー
デン）、クイーンズランド大学（オーストラリア）との࿈ܞ大学Ӄなどを通じて、
。育に力をೖれたڭ
　さらに、スウェーデンのカロリンスカ研究所（Karolinska InstituteɿKI）と
แׅ協定を結び、理研で研究する大学Ӄ生がKIで学位を取るコースを積極的に
運用した。2010年11月24日-30日、理研横浜研究所において、「第1ճカロリン
スカ研究所-理化学研究所-国際集中講義」を開いた。この国際集中講義では、ٸ
速に進化するオミックス科学のトピックスにয点を当て、KIの学生と日本国中
の学生ر๬者を集めて、定期的に横浜とストックϗルムがަޓに開࠵した。この
講義を通して、かなり多くの外国人学生が理研OSCに๚れ研究を行った。2017
年現在、KI-RIKEN国際集中講義は第7ճを数え、その精神は຺々と受け継がれ
ている（第Ⅱ編第4部第6章をࢀর）。
　OSCでは2008年9月より「ゲストと語らう会」を大学生、大学Ӄ生向けに設
けている。講ࢣは、カロリンスカ研究所のΞʔφʔ（Peter Arner）、Knowme
社CEOίϯυ（Jorge Conde）、東京大学のதҪݠଠ、ࢁԼཧӉ、イタリア・ナ
ϙリにあるテレソン遺伝医学研究所長のόϥϏΦ（Andrea Ballabio）、コϖン
ハーゲン大学のαϯσϦϯ（Albin Sandelin）といった世界一流の研究者である。
　次世代シーケンサー技術をී及させるため、理研OSCでは、࿈ܞଅ進室所ଐ
のࡈ౻౒を中心として、技術講श会も企画した。2009年12月15日-16日に第1
ճをスタートさせたシーケンサー利用技術講श会は、2017年現在も継続されて
おり、第13ճ講श会である。特に、2012年4月には、東日本大਒ࡂでඃࡂした
東๺地方の研究機関を中心に、「東๺支援　次世代シーケンサーを使った遺伝子
解析技術の利用ر๬者」をื集し、大੝گに終わった。

　学会の創立活ಈにも関わった。ా
தത東京医科ࣃ科大学バイオイン
フΥーマティクスセンター長と協力
して、े数社のࢀ画企業を得て、
2007年10月22日「オミックス医ྍ
研究会」を設立した。この研究会は
2013年にオミックス医ྍ学会（ా
中理事長）にঢ格し、理研OSCか
らはྛ⃻が෭理事長、カルニンチが
理事に就任した。シンΨϙール・ゲ
ノム研究所のϦϡʔ（Edison Liu）
所長が理事長を務めるHUGOでは、
理事を2009年から2014年までྛ⃻$IFO�"XBSEड৆ʢù÷øú೥û݄øÿ೔ʣ
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が務め、その後をカルニンチが2017年現在まで引き継いでいる。2013年にྛ⃻、
2014年にカルニンチと࿈続してHUGOの最高賞であるChen Awardを受賞した。
　国際バイオEXPOなどを通して、特別講ԋや展示などを積極的に行い、産業
界に対しても次世代シーケンサーを使ったオミックス科学のී及に努めた。この
取り組みは次の産業࿈ܞϢニット設立へと発展していった。

第5節　産業界への応用

　2010（平成22）年、理研の統ׅ理事から横浜研究所長にண任した大熊健司は、
横浜研究所に出ۈした時は必ず、朝8時からަ流౩のカフェで新ฉをಡみながら
コーώーをҿむश׳があった。OSC領域長に就任した後、ྛ⃻はこの朝のコー
ώーに加わり、大۽とさまざまな情報や意見をަ換することになった。理研は産
業界と実際に࿈ܞを持てるように活ಈを起こさなければならないこと、理研は企
業の基礎研究所の役割を果たさなければならないことなどを、大۽とྛ⃻は࿩し
合った。
　次世代シーケンス技術は産業界への応用範ғが極めて広いため、ྛ⃻はさまざ
まな可能性をݕ౼していた。そして、企業資金で運営するϢニットを作り、次世
代シーケンス技術を代表とするオミックス技術を提供し、企業の研究開発を助け
るという取り組みを考え始めた。
　そんな時、中外੡ༀの࡚ࢁୡඒ෭社長が、次世代シーケンサーで解析したい
テーマがあるとྛ⃻に持ちֻけ、同社のԬ෦ঘจ研究本部長とともに๚ねてきた。
4テーマの提案がきっかけとなり、OSC内に中外੡ༀ࿈ܞϢニットが設立された。
この࿈ܞによる研究はその後、創ༀにつながる研究へと発展し、理研横浜研究所
の向かいଆにある横浜ࢢの໦ݪ財団企業インΩュベーションセンターに、中外੡
ༀࡿ下の未来創ༀ研究所が引っӽしてくることとなった。
　その後、同様の企業࿈ܞグループが4Ϣニット設立され、後の予防医ྍプログ
ラムの基礎となった。

第6節　オミックス科学の医療・健康科学への展開

　2003年9月30日、アメリカNIHのβϗʔχ（Elias A. Zerhouni）新長׭は、
新たな生物医学研究推進に向けた戦略をNIHロードマップと題して発表した。
この中で、ώトゲノム配列を使って、ݸ別化医ྍ（personalized）、予防医ྍ
（preventive）、予ଌ医ྍ（predictive）、ࢀ加型医ྍ（participative）を目指す
4P医ྍを打ち出した。その後、これに、先制医ྍ（pre-emptive）、ΦόϚ大統
領が2015（平成27）年年頭スピーチで述べた高精度医ྍ（precision medicine）、
ਝ速਍断（point of care）の三つを加えて「7P医ྍ」とよばれるようになった。
　次世代シーケンサーやਝ速਍断技術を使えば、新しい医ྍ、新しい݈߁科学が
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発達し、࣬ױの予防や発පを遅らせたり、症状をܰくしたりすることもできる。
2012年の҆ഒ内ֳによる3本の໼の成長戦略の中࣠となる「݈߁ण命のԆ৳」
にも大きくد与することになる。
　日本社会の大問題とされる少子高ྸ化の対策として、7P医ྍは非常に重要で
あり、オミックス技術は大きな貢献ができる可能性がある。そのためには、発症
してからの࣏ྍを目的とする医ྍだけではなく、発症を予防する、また、発症を
遅らせる予防医ྍへの展開が必ਢである。පӃを持たない理研がこのような医ྍ
へ展開していくためには、理研と一体となってプロジェクトを推進してくれるප
Ӄが必要である。
　2011年6月11日、第16ճ東京؊ଁシンϙジウムの主࠵者であり、ྛ⃻が大阪
大学医学部の学生だった時の指導׭ڭでもあったࠤ౻৴ߛॱఱಊ大学理事が、ྛ
⃻を特別講ԋスピーカーとしてটᡈした。これがきっかけとなって࿈ܞ関係が大
きく展開する。オミックス医ྍの導ೖを௧感していたࠤ౻は、理研にแׅ的協力
関係を持ちֻけた。パートナーとなる医ྍ機関を探していたྛ⃻にとっては౉り
にધであった。野依良治理化学研究所理事長と小川秀ڵॱఱಊ大学理事長に਌ަ
があったことも加わり、理研とॱఱಊ大学とのแׅ࿈ܞ協定は2012年4月26日
に結ばれた。この࿈ܞが、2013年から始まる予防医ྍプログラムのපӃとの࿈
。（রࢀ第Ⅰ編第3部第4章を）活ಈの中֩となって発展していくܞ
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